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 ―ちいろば
 主のなさる奇しきみ業

　どこの教会でも教会へ新しい方々が来るようになるために祈り、また尽力していること

と思います。私の住むロザンセルスでは日本からの留学生も少なくなり、若者を教会に

導くのは簡単ではありません。そんな中で私達の教会にこの頃シニアの新しい方が二人

おみえになるようになり、嬉しいことです。私達が車で送迎をしています。カリフォルニア

は車社会ですから、シニアになると送迎が必要です。

　またこの度、都合であと一人増え、このところ日曜日の２回、私達は３人の方をお迎えに

行っています。
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竹下弘美

　そういうときのためにいつも使用していない、古いバンが出番となりました。７人乗り

ですから、余裕があります。

　一人ひとりをお迎えに行きながら、５０年も昔のことが蘇ってきました。日本からの

多くの留学生がいました。その１９歳か２０歳くらいの留学生をリトル東京の安宿や

スクールボーイやスクールガール（いわゆる書生）をしているお宅までに迎えに行って

いたころが懐かしく思い出されました。あのころのように、こんなに乗る方々でいっぱいに

なって教会に行くとはなんと楽しいことでしょう。

　５０年前に私達がはじめて新車として買った日本車（たぶんダットサン？）の４人乗りの

乗用車に若者を入れてなんと計７名くらい乗りました。シートベルトの規則がないころ

でしたから、前の座席と後ろの座席の通路にも座ってもらいました。ぎゅうぎゅう詰め

でした。

　そしてその座席の間に座っていた青年三人が帰国後神学校に入り、牧師となられ、

ひとりは何年も前に南カリフォルニアの新年聖会のメッセンジャーとして、また、あと

一人は今回、教団の修養会のスピーカーとしてお迎えすることができたのです。そして

お二人とも主の御取り扱いを受けてすばらしい、メッセンジャーとなられていることを

目のあたりにしました。

　私と夫はあのころ将来の牧師さんをお乗せするちいろばの役目だったのですね。

 

　神様のなさる業のすごさを見させていただいています。

※ 註：
      ちいろば：聖書（ルカ１９：２８－３８）に出てくるイエスさまを乗せた小さなロバのこと
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